
 

 

 

★3/13 木『第３回 SAH 講演会』★ 

★共愛学園前橋国際大学 大森 昭生学長をお招きします！★ 

『大学ランキング 2025（AERA 朝日新聞出版発行）』が 2024 年 4 月 19 日に発行され、共愛学園前橋国際大学 大森 昭生 

学長が『注目する学長』で『３年連続１位』にランクインされました！ ＊掲載している画像等は共愛学園前橋国際大学より転載 

大森学長は、2016年より学長となり、学長としては『９年間』が終了するところです。『2022・2023・2024 年』の発表

においてずっと『注目度全国 1 位』なのです。すなわち『６年間の学長としての取組』が全国の学長さんたちに周知され、評価さ

れ１位になり、現在もその取組が評価され続けていると推測できます。また、『SAH 事業』の根幹である『群馬県教育ビジョン

（第 4 期群馬県教育振興基本計画）』の策定に深く寄与されています。すなわち『SAH』にも深く関係されている方なのです！ 

そんな大森学長が本校にいらっしゃり、『SAH 講演会』の講演をしてくださいます！下にあげたものが当日の『演題』です！楽

しみです！大森先生に当日質問してみたいことなどを考えておいてくださいね！ 

そんな大森学長が、2/23（日）２２時放送の TBS『日曜日の初耳学』に出演されました！『地方の大学の使命』につ

いて興味深いお話をされています！『日曜日の初耳楽【公式切り抜き YouTube】』の URLを掲載しました！ 

クリックし、ご覧になってみてください！→ https://youtu.be/FnXRRm1G_2Q?si=fsMnG0IGzFvYB7f8 

 あすが楽しみでなりません！大森学長のお話に大いに刺激を受け、自らの判断や行動に活かしてみてください！ 

教頭 星野 亨 

★校長より★  グローカル（GLOCAL）という言葉を聞いたことがありますか?これは、「global」と「local」を合わせた造語で、

地域性を考慮しながら地球規模の視点で考え、行動することを表した言葉です。大森先生が学長をしている共愛学園前橋国際大学の

webページを見てみると、教育の目的として「国際社会のあり方について見識と洞察力を持ち、国際化に伴う地域社会の諸課題に対

処することのできる人材」を掲げ、『開学の時から GLOCALな人材の育成をめざしてきた』と記されています。皆さんの世代はおそ

らく、仕事にしても生活にしても海外の方と共に活動をするという場面が必ず出てくるでしょう。国際社会の課題を見据えながら地

域で生活をしていくということが必要になると思われます。今回の講演会で GLOCAL の話を取り上げていただけるかは分かりませ

んが、皆さんが前橋市や群馬県について考える際の視点の一つとして知っておいてほしい言葉だと思います。   校長 原 拡史 

演題：『予測困難な時代に”生きる”Agency ～私が私を幸せに生きるための学び～』  
 


